
 

『ｅ－ＴＡＸ活用状況 法人税申告７９％超に』 
 

 平成２６年９月に決定された 「財務省改善取組計画」 では、複数の評価指標で２８年度までに達成す

べき目標を設定しており、今般、２８年度の実績値が公表された。 

 【オンライン利用率】 公的個人認証の普及割合等に左右される国税申告２手続は５

４％ （目標：５８％）であった。うち所得税申告は５３．５％、消費税申告 （個人） は６３．２％。

上記以外の国税申告４手続は７８．０％ （目標：７２％）。うち法人税申告７９．３％、消費税

申告 （法人） ７７．３％、酒税申告８２．０％、印紙税申告６０．５％であった。 

 【ＩＣＴ活用率】 インターネット環境を利用して申告書を作成した割合は７６．８％ （目

標：７２％、同３．１ポイント増）。うち所得税申告では７７．０％、消費税申告 （個人） では

７３．２％となった。 

 【利用満足度】 ｅ－Ｔａｘの利用満足度は７３．４％ （目標：７５％、同０．６ポイント減）、国税庁ＨＰ 「確定

申告書作成コーナー」 の利用満足度は８７．９％ （目標：８５％、同２．８ポイント増） で

あった。 

 【その他】 オンライン申請の１件当たりの費用、国税申告手続の事務処理時間はい

ずれも前年度からの減少が目標で、それぞれ３０６円 （同４８円減）、８６９，０００時間 

（同１９，０００時間減） となった。 

 

『売上ＤＩ、マイナス幅やや拡大 採算ＤＩは横ばい―小企業決算』 
         

 日本政策金融公庫が行った２０１６年度全国小企業の決算状況調査によると、同年度決算 （１６年１

２月～１７年３月を期末とする決算） は、前年度と比べて売り上げが 「増加」 した企業の割合が２７.

２％、「減少」 した企業の割合が４６.５％だった。売り上げＤＩは前年度に比べてマイナス幅が３.５ポイン

ト拡大しマイナス１９.３となった。１４年４月の消費税率引き上げ後の停滞から立ち直りつつあったが、熊

本地震や大型台風、自動車メーカーの燃費不正問題などの影響を受けてやや低下した。 

 売り上げＤＩを業種別にみると、製造業が９.９ポイント、非製造業が２.６ポイント、それぞれ低下。非製造

業の中では建設業がプラス水準となった。 

 ｢黒字｣ 企業の割合は３９.１％で、｢赤字｣ 企業の３１.１％を上回った。黒字企業の割合が赤字企業の

割合を上回るのは４年連続。採算ＤＩは前年度からほぼ横ばいの８.０。採算ＤＩを業種別にみると、製造

業が１.９ポイント上昇した一方、非製造業が０.５ポイント低下した。小売業を除くすべての業種でプラス

水準となった。増収増益企業の割合は前年度から０.９ポイント低下し１１.８％。減収減益企業の割合は

前年度から０.６ポイント上昇し２７.１％となった。いずれも横ばい圏内だった。 
                  

出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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